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	項　　目
	内　　　　　容

	テ　ー　マ
	●　2005年、史上初めて日本の総人口が減少に転じて以来、人口減少が社会的な課題となってきました。本年５月、増田寛也元総務相を座長とする日本創生会議は、「2040年までに、全国の市区町村の半数が消滅する可能性がある」というレポートを発表し、「消滅可能性都市」896自治体を公表しました。これは自治体関係者など、社会全体に衝撃を与え、７月、全国知事会はこのまま地方の人口が減り続ければ、多くの自治体が消滅しかねないとの強い懸念から「少子化非常事態宣言」を打ち出すに至りました。国は人口減少を克服するために「地方創生本部」をおくとしていますが、その先行きは定かではありません。

●　このようなマクロの状況を踏まえながら、地方はもちろん、都市部でも危機的状況にあることが指摘され始めた過疎化の問題や、少子高齢化の問題とあわせながら、改めて地域・自治体の維持・存続に向けて、どのような取り組みが必要なのか（できるのか）、について、助言者とともに、以下のような点を切り口に考えます。

　①　社会・地域にとって、人口減少の何が問題なのか（問題ではないのか）を検証します。

　②　高齢化や出生率の低下によるもの、転居・転出によるもの等、人口減少の要因を分析します。
　③　人口減少（増加）について事例を通して検証します。
＜レポートのあり方＞

●　地方における課題・事例と、都市部における課題・事例に関する報告

●　生活圏としての小規模コミュニティー（＝むら）における、地域の再構築に向けた事例に関する報告

	佐賀自治研で
取り上げる
自治研的課題
	①そもそも人口減少問題とは何か、②人口減少問題は何が問題なのか（なぜ将来不安につながるのか、私たちが住み、生活し、働いている地域の現状と将来は？）を考えた上で、それぞれの地域・現場目線で身近なむらを元気に、明るく、暮らしやすくする取り組みを進めます。

	課題解決に向けた

先進的活動
	徳島県・旧東祖谷山村における一人暮らしのお年寄りの安否を確認する目的で、朝起きた時に旗を軒先や玄関に掲げる取り組み。

	タイムスケジュール
	９：30　　開　　会

　　　　　副座長による分科会開催趣旨説明
９：40　　助言者山下先生による人口減少問題等に関する
　　　　　基調提起および質疑
　　　　　　　山下　祐介（首都大学東京・准教授）
10：30　　要請レポート発表
　　　　　①　「高齢化率100％　11世帯19人の地域に４万人（事例報告）
　　　　　　　　 ― 『弁財天』集落で石楠花一万本の取り組み ― 」
　　　　　　　　　奈良県本部／宇陀市職員労働組合
10：50　　地方・中山間地域・過疎に関するテーマでの報告（３本）
　　　　　 ― 自治研レポート集より ― 
11：50　　助言者からの講評およびフロア討議
12：20　　昼食休憩
13：20　　開　　始

　　　　　要請レポート発表
　　　　　②　「多摩市の少子・高齢化の現状と課題」
　　　　　　　　　東京都本部／自治労多摩市職員組合
13：40　　大都市・都市部に関するテーマでの報告（１本）
　　　　　 ― 自治研レポート集より ― 
14：00　　助言者からの講評およびフロア討議
14：20　　休　　憩
14：35　　再　　開
　　　　　「人口減少・少子高齢化・過疎化」「地域づくり」
　　　　　　等に関する全体でのフリーディスカッション
15：50　　座長によるまとめ
16：00　　閉　　会
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